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「環境適応分野」「分子進化分野」「自然共生分野」の研究分野が、従来の環境生物学、進化学、生態学の概念や垣根を壊した学術研究分野の創出と、
待った無しの地球規模での環境変化の中で人類の存続に資する新しい技術シーズを構築することを目指す。

環境適応分野
生命の環境応答センシングのための作用機序を紐解く

分子進化分野
ゲノム進化やセントラルドグマの作用機序を紐解く

自然共生分野
化学物質等の生物へのリスク評価や環境管理・
改善のための技術を開発する

Arimura (2021) Trends Plant Sci.; Yamasaki et al. (2021) New Phytol.; 
Tsuzuki et al. (2021) Plant Mol. Biol.

植物のコミュニケーション分子を
利用した食と環境イノベーション

環境適応分野
・生命の共進化と多様性を育んむ作用機序の解明
・環境ストレス耐性、生物間相互作用に優れた有用植物品種・微生物の開発
・減農薬にや環境問題解決に資する有機栽培技術の開発

メンバー：有村源一郎、朽津和幸、西浜竜一、太田尚孝、高橋史憲、出崎能丈、橋本研志、
坂本卓也、松永幸大（東京大）

分子進化分野
・地球生命のタンパク質合成システムの最小構成要素と作用機序の解明とその利用
・RNAテクノロジーを基盤とした新しい生命システム技術の開発

メンバー：田村浩二、古屋俊樹、白石充典、櫻井雅之、岡田憲典（東京大）、相馬亜希子（千葉大）

自然共生分野
・生物の次世代生産に影響する環境要因と作用機序の解明
・大気中分子や環境化学物質の分析手法と生物への影響評価手法の開発

メンバー：宮川信一、佐竹信一、秋山好嗣、斎藤拓也（国立環境研）

主な活動
部門セミナー 7月６日（岩手生物工学研究センター・根本博士、１３日（愛媛大・澤先
教授）、１０月予定（東北大・高橋准教授、山口大・松井教授）
部門ワークショップ 7月20日、部門シンポジウム １１月予定

地球上の生命システムの根幹を成す
遺伝暗号の進化の手がかりを発見

Arutaki at al., Journal of Molecular Evolution
88, 501–509 (2020)

メントール誘導体の開発

スッポンの性転換はエ
ストロゲン受容体１
（ESR1）を介する

Miyaoku et al. (2020) J Appl Toxicol.; Toyota et al. (2020) Zool Stud.; Toyota et 
al. (2021) Aquat Anim.

経験的におこなわれてき
たカニの見た目で雌雄判
別を、幾何学的形態解析
によって証明

化学物質の新たな標的と
してGPER1を同定
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